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新法人移行後一年が経過 

理事長	
 岡本清孝 
 

新法人となり、この一年間役員はもとより、会員の皆様には色々と煩雑な事柄を申し上げまして

深くお詫び申し上げます。おかげさまで新規に募りました会員は、平成２７年５月末現在総数２７

５名となり、まだまだ目標数には達しておりませんが、皆様のご理解と今後のご協力に大いなる期

待を抱いておるところであります。 

新法人の会員形態は旧法人と異なり、従来の正会員を系図会員とし、更に系図会員の配偶者は系

図家族会員と定め、ご夫婦で会に参加いただけるように致しました。更に未成年のご家族も予備軍

的配慮を加え、近い将来系図会員として行動を共にして頂くことを願っております。また会員の推

薦、或はしかるべき有識者の方々も一般会員として迎えることになり、現在５名の方々をお迎えし

ております。 
今後の課題は旧会員の勧誘であります。未入会の方の理由は種々あるかと思いますが、中には自

動的に新会員にスライドしてくれるもの、と思い違いをしている方もあるようです。皆さまの周囲

にそのような方がおられましたら、是非新規に入会なさるようお勧め下さい。 
全員参加型のこの一般財団法人 賀茂県主同族会を、共に発展を目指して頑張りましょう。 

 
— 事業報告 — 

平成 26年度決算報告 
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※事業報告および決算報告は総会にて行います。同族会ＨＰにて正式版を公告しています。 
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社叢神山奉仕祭 
4月 11日土曜日	
 春の社叢

神山奉仕祭を行いました。前日

は雨が降り心配されましたが、

当日は天候に恵まれ安全に奉仕

することができました。上賀茂

神社内の土屋にてお祓いを受け

た後、京都産業大学の正門北側

より神山山頂を目指します。高

低差は約 200ｍ、道のりは約 1ｋ

ｍです。ここを 30分ほどかけて

登ります。普段運動していない

と少し疲れますが途中コバノミツバツツジが美しく咲いており、マイペースでゆっくり登るとだん

だん清らかな気持ちになってきます。 

磐座周辺を約１時間かけて清掃すると非常にすがすがしい気持ちになります。賀茂競馬、御阿

礼神事、賀茂祭と大切な神事が行われるのを前に、磐座周辺を掃き清めることができ、大神様にお

喜び頂けた事と思います。なお、18 名の奉仕が有りましたが小中学生の参加も多く次世代への継承

も期待されるところです。	
 

次回は遷宮大祭直後の 10 月 31 日土曜日を予定しています。会員の皆様、ご家族でご奉仕下さ

い。集合時間は 12 時	
 集合場所は社務所前です。初穂料は不要です。清掃奉仕に適した服装（長

袖長ズボン運動靴）でご参加下さい。	
 

（理事	
 市	
 聡顕） 

 
賀茂競馬晴天の下に催行 

「合うた」。 

晴れ渡った皐月の空に乗尻の声がこだましする。その声は、埒のうちを埋め尽くした観客席にも

良く透る。馬を追う第二声はすぐに地を鳴らす馳走と観客の歓声にかき消される。 
勝負の楓までの距離は、短い。しかし、その間の馬の躍動感や乗尻の乗馬技術、勝負の駆け引き

などほんの１０秒余りの時間に凝縮されたドラマを見るのは、いつも醍醐味だ。 
今年も６番の競争が行われた。右方の５勝１敗。１敗は１番の番の儀式としての勝負で、左方美

作国倭文庄が必ず勝つことになっているため、実際には黒袍を纏った右方の全勝であった。 

我々は祖先より、延々９００年余りこの古式競馬を引き継いでいる。実際賀茂の県主が常時奉仕

をはじめたのが、鎌倉期初頭とはいえ優に８００年以上この伝統文化を継承していることになる。 
競馳は、行事の最後に行われる。会員で乗尻や諸役を経験された方はおわかりだろうが、馬が走

るまでには実にさまざまな神事や儀式があり、そのすべてを習得しなければならない。特に乗尻は

所作の習得、乗馬技術の修練、馬具の手入れと負担が大きい。使命感としてだけでなく、やはり競
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馬、馬に魅力があるから皆続けられているのだと思う。 

今年から、同族会と神社が一体となって『賀茂競馬保存会』を再構成して、運営主体団体となっ

た。財政や会員構成など課題は山積している。しかし、これからの１００年後、２００年後に向け

て前向きに歩んでいかないと賀茂競馬そのものが存続しなくなる。 

我々は祖先から受け継いだ伝統文化を次世代に継承していく使命がある。同族会がその中心にな

ることは間違いないが、同族会員の一層の参画と団結が必要となる。 
来年は、遷宮記念の競馬を計画している。より充実した賀茂競馬になるように会員諸氏の協力を

お願いする次第である。 
（理事・競馬委員会委員長	
 堀川	
 潤） 
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関東グループ総会を開催 
新財団法人となり改め

て登録された関東地区会員

数は、系図会員=57、家族会

員=9、一般会員=1、の合計
67 名であり、都県別では、
東京都=22、神奈川=18、千

葉=15、埼玉=8、群馬=2、
茨城と静岡が各 1 名となっ
ている。現時点での登録会

員数は平成 11年関東グループ発足当時の 91名から 74%に減少している。 
今年の活動は、5月 17日関東役員会の開催を経て、6月 28日関東グループ総会を開催した。 
新会員資格制度の狙いが奏功したのか、3 名の女性系図会員と 1 名の一般男性会員を含め総勢

20 名という多数の出席を頂いた。総会では、岡本清孝理事長のご挨拶に続き、定例の活動報告、
会計報告、監査報告、と関東グループ役員人事、すなわち会計理事が暫定・兼務状態であったとこ

ろに新任会計理事として水野直子さんを迎えたことを報告した。 

また今年は活動活性化のために 9月 26日京王フローラルガーデンにおいてバーベキュー・パー
ティ開催の予定を紹介し、ご家族を含め多くの方々の参加をお願いした。 
総会主役の講演会には上賀茂神社	
 藤木保誠権禰宜を招聘し、「『賀茂皇大神と式年遷宮』～神

話より引き継がれる賀茂族～」の演題で講演頂いた。 
山城国風土記に現れる賀茂別雷命誕生から命名の経緯、賀茂族の高度な文化と高い地位、かつ

ての神山での祭りと葵祭りの関係、賀茂競馬の走馬育成の課題、式年遷宮の課題、に加え神さんへ

の供物お供えの方法、自宅神棚へのお供えの方法等、幅広いお話を頂いた。 
講演内容への出席者の関心は非常に高く、会場借用限度時刻まで熱心な質疑応答が行われ、総

会閉会後近くのレストランで行われた懇親会まで続いた。 

（評議員・関東グループリーダー	
 西池成俊） 

 
女性部会の発足 

先ごろ女性部会が発足いたしましたので紹介させていただきます。発足のきっかけは、賀茂競

馬の協賛品の販売です。数年前より練習用の馬具の購入などに充てる為、本馬場での練習日や足汰

式、競馬の当日、葵祭に協賛品の販売を行っています。 

女性でも賀茂競馬のお役に立ちたいと販売や警備のお手伝いをしていただいている賛同者が

年々増えてまいりました。同族会の組織も新しくなり女性の会員も増えてきたことから、連絡会を

組織してほしいとの要請が理事長よりありまして、早速皆さんにお声掛けし、4月に初会合を開催

しました。会の名前は、皆さんの総意でご祭神のお母様にあやかり「玉依会」と名付けました。互

選の結果、会長は不肖私が、副会長には岡本裕美さんと山本仁子さんが選出されました。 
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玉依会の趣旨は、同族会活動への積極的な参画です。いままで、同族会は男性の集まりという

色合いが濃かったのですが、女性ももっと同族会の活動に参加してお手伝いをしていこうという意

識が高まり同族会の３大事業である競馬、系図展観、祖先祭に、全員が一致協力していくこととな

りました。また秋の社叢神山奉仕祭には可能な限り全員参加を目指します。 

玉依会は任意です。同族会の家族会員、女性会員であればどなたでも参加していただけます。

家庭を第一にみんなで助け合いながら進めていくのがこの会です。 
先日も会合を開きましたが、女性が集まるとにぎやかです。色々な意見を出しながら、和気あ

いあいと楽しい雰囲気で行っております。 
ご賛同いただいている方は、現在 14 名です。少なくとも 20 名程度にはしていきたいと思って

おります。ぜひ、皆さんのご参加をお待ちしております。 
（女性部会長	
 堀川三恵子） 

 

 

— お知らせ — 
同族会入会のお願い 

平成 26年 4月 1日より一般財団法人へ移行したことに伴い、新たに会員制度を設けました。旧

法人時に会員であった方も、新たに入会申込を行う必要があります。入会申込書は同族会ホ

ームページから取得できます。もしくは庶務担当常務理事まで問い合わせください。系図展観の入

場や祖先祭の参列などの同族会主催行事や、歴史勉強会文集『みたらしのうたかた』などの頒布品

に対する無償・割引特典は、新法人の会員に限らせて頂いています（系図会員資格の方につい

ては、入会申込日より特典が受けられます）。 

 

上賀茂神社遷宮奉賛のお願い 
今秋 10月 15日（木）、賀茂別雷神社正遷座祭が齋行されます。式年遷宮にあたり当会としても

奉賛を行ってまいりましたが、さらなるご奉賛をお願いいたします。 

 
賀茂系図データベースの維持・拡張プロジェクト支援のお願い 

昨年 11 月より公開された賀茂系図データベースの維持と、さらなる資料公開を進めるために、

クラウドファンディングによる支援募集を開始しました。本支援プロジェクトによって、1) 賀茂
系図本巻の記載人物、2) 賀茂競馬乗尻リスト、3) 賀茂系図に漏れた情報（生没年や賀茂社諸役人
等）を追加します。同族会 HP または「readyfor 賀茂系図データベース」で検索いただき、趣旨

に賛同いただけます方は是非とも支援の参加をお願いいたします。また、お知り合いの方にもお知

らせ頂ければ大変幸いです。ご支援については、目標金額が達成されたときのみ決済が行われます。 

READYFORプロジェクト HP: https://readyfor.jp/projects/keizuDB 
賀茂系図データベース HP：https://trc-adeac.trc.co.jp/wj11c0/wjjs02u/2600515100 
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『みたらしのうたかた』原稿募集と原則有償頒布化 
『みたらしのうたかた』（賀茂歴史勉強会文集）第 15号（平成 27年 11月発刊予定）の原稿を

募集します。締切は 9月 30日です。上賀茂社の歴史や文化に関する研究論文・翻刻を中心に掲載
しています。分量・書式は問いませんが、過去の掲載原稿を参考に作成の上、電子ファイルを山本

宗尚（mkyamamoto@kamoagatanushi.or.jp）までお送りください。 
『みたらしのうたかた』は同族会 HP上で全号無償公開しており、最新号についても発刊直後に

公開しています。会員全体に無償配布する意義が薄れているため、今号より原則有償頒布とさせて

いただきます。著者・歴史勉強会出席者は無償、会員・会員外価格を設け、祖先祭出欠用紙に申し

込み欄を設けます。 

 
賀茂競馬乗尻・所役奉仕のお願い 

賀茂競馬・賀茂祭の乗尻（騎手）や所役（原則系図会員子弟に限っています）、警備や協賛金募

集活動（一般の方も含め広く募集しています）を務めていただける方のご紹介をお願いします。特

に扶持（小学校高学年）と乗尻（おおむね中学生以上）の後継者育成が急務です。乗馬経験のない

方も丁寧に指導します。 

 

— 下半期活動予定 — 
同族会主催行事 

７月 19日（日） 系図曝涼 10:00 上賀茂神社庁屋、雨天中止 

10月 31日（土） 第 19回社叢神山奉仕祭 12:00上賀茂神社社務所前、雨天中止 
11月 14日（土） 祖先祭 10:00 上賀茂神社庁屋 
原則毎月第一土曜日 賀茂歴史勉強会 場所・時間はお問い合わせください。 

 
同族会関連（参列・奉仕）行事 

9月 11日（金） 馬まつり 

10月 15日（木） 上賀茂神社正遷座祭 
10月 16日（金） 上賀茂神社正遷宮奉幣祭 
10月 18日（日） 笠懸神事 

11月１日（土） 久我神社秋祭 

 

— 役員異動 — 
辞任   着任 
6月 20日 藤木秀昭 評議員 6月 20日 藤木襄治 評議員 
 藤木保彦 評議員  

 堀内保丸 評議員  
 堀内義晃 評議員  


